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ＪＥＮＥＳＹＳ２０１６ 大洋州第３陣 

（対象国：オーストラリア，ニュージーランド，キリバス，サモア，ソロモン

諸島，パプアニューギニア，バヌアツ，フィジー，マーシャル，ミクロネシア）

（テーマ：防災・復興，平和構築・歴史文化，貿易・投資・観光）の記録 

 

 

１．プログラム概要 

オーストラリア，ニュージーランド，キリバス，サモア，ソロモン諸島，パプアニュ

ーギニア，バヌアツ，フィジー，マーシャル，及びミクロネシアより国際社会に関心を

有す学生等 106 名が，12月 7 日～12 月 15 日の 8泊 9日の日程で来日し，「防災・復興」，

「平和構築・歴史文化」，「貿易・投資・観光」をテーマとしたプログラムに参加しまし

た。  

一行は，東京都内に加え，グループごとに長野県，広島県，長崎県，熊本県を訪問し，

日本の大学生との交流やホームステイのほか，広島平和記念資料館，長崎大学（ＲＥＣ

ＮＡ核兵器廃絶研究センター），民間企業等への訪問を実施しました。 

一行は，プログラム中，日本の平和国家としての歩みや防災・復興，貿易投資促進に

関する知見を深めるとともに，訪問地の魅力を多角的に感じる機会を持つほか，日本の

生活への理解と関心を深め，各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行

いました。また，帰国前の報告会では，訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラ

ン（活動計画）についてグループ毎に発表しました。  

 

【参加国・人数】 

106 名(オーストラリア 50 名，ニュージーランド 30 名，キリバス 3 名，サモア 2 名，

ソロモン諸島 4 名，パプアニューギニア 1 名，バヌアツ 3 名，フィジー5 名，マーシ

ャル 5 名，ミクロネシア 3 名 ※50 音順） 

【訪問地】 

東京都，長野県，広島県，長崎県，熊本県 

 

 

２．日程    

12 月 7 日（水） 成田国際空港より入国  

グループＢ・Ｃ：【文化】皇居，増上寺・東京タワー，都庁 

12 月 8 日（木） 来日時オリエンテーション 

４つのグループに分かれ，グループＡは東京都内（【防災・復興】

復興庁），グループＢは長崎県，広島県，グループＣは長野県，グ

ループＤは広島県へ移動 

12 月 9 日（金）～12月 12 日（月） 
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グループＡは熊本県へ移動 

全グループとも地方プログラム終了後，12 月 12 日に東京へ移動 

 

（１） グループＡ：熊本県 

【講義聴講】「熊本地震による障碍者の避難の受入れ（熊本学園大学）/熊本地震

時の避難所運営と被災地へのボランティア学生派遣等の紹介」 

「地域経済の復興に関する講義（熊本県庁）/国と県による被災企

業・若者等への配慮・柔軟な生活保障等に関する説明」 

【防災・復興】熊本城，阿蘇神社・門前町商店街，阿蘇火山博物館 

【表敬・交流】熊本県庁，阿蘇市役所，地域の方々との交流会， 

阿蘇ファームステイホームステイ 

【学校交流】熊本学園大学 

（２） グループＢ：長崎県・広島県 

【講義聴講】「被爆者体験講話/被爆体験後の生き方」 

【歴史文化】浦上天主堂・長崎平和公園，厳島神社 

【平和構築】広島平和記念資料館・広島平和記念公園 

【表敬・交流】長与町，地域の方々との交流会，ホームステイ 

【学校交流】長崎大学（ＲＥＣＮＡ核兵器廃絶研究センター） 

（３） グループＣ：長野県 

【講義聴講】「観光戦略（軽井沢プリンスアウトレット）/土地開発や都心からの

アクセス等の説明」 

【貿易・投資】日置電機株式会社（電気機器） 

日本貿易振興機構（JETRO） ※東京に移動後 

【観光】地獄谷野猿公苑 

【表敬・交流】青木村役場，地域の方々との交流会，ホームステイ（そば打ち・

和太鼓体験），軽井沢アイスパーク（カーリング見学） 

【学校交流】松本大学 

（４） グループＤ：広島県 

【講義聴講】「被爆体験講話/被爆体験後の生き方」 

「平和構築講義（山根達郎氏，広島大学大学院准教授）/9.11 等の

テロや世界各地における紛争の因果関係の分析，国連や国レベルで

平和構築を行っていく必要性に関し説明」 

【歴史文化】厳島神社 

【平和構築】広島平和記念資料館・平和記念公園 

【表敬・交流】安芸太田町，地域の方々との交流会，ホームステイ 

【学校交流】広島県立加計高校 

【文化体験】宮島伝統産業会館（もみじ饅頭づくり） 

 

12 月 13 日（火）  

グループＡ・Ｂ・Ｃ：報告会（訪日成果・帰国後の活動計画発表），都内視察 
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グループＤ：都内視察 

12 月 14 日（水）  

グループＡ：【防災】そなエリア東京，成田国際空港より出国 

グループＢ・Ｃ：【歴史文化】明治神宮・原宿散策，成田国際空港より出国 

グループＤ：【歴史文化】江戸東京博物館，報告会（訪日成果・帰国後の活動計

画発表） 

12 月 15 日（木） グループＤ（ソロモン除く）：成田国際空港より出国 

12 月 17 日（土） グループＤ（ソロモンのみ）：成田国際空港より出国 

 

 

３．プログラム記録写真  

3-1.共通プログラム（オリエンテーション，報告会） 

  

12 月 8 日 オリエンテーション 12 月 8 日 オリエンテーション 

December 8th Orientation December 8th Orientation 

 
 

12 月 13 日 報告会 12 月 14 日 報告会 

December 13th Reporting Sesson December 14th Reporting Session 
 

 

3-2.ニュージーランド熊本コース 
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12 月 8 日 復興庁 12 月 9 日 熊本学園大学 

December 8th Reconstruction Agency December 9th Kumamoto Gakuen University 

  

12 月 10 日 熊本城 12 月 11 日 ホームステイ 

December 10th Kumamoto Castle December 11th Homestay 

  

12 月 11 日 阿蘇火山博物館 12 月 14 日 そなエリア東京 

December 11th Aso Volcano Museum December 14th SONA Area Tokyo 
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3-3.オーストラリア長崎・広島コース 

  

12 月 9 日 長崎大学 12 月 9 日 長崎平和公園 

December 9th Nagasaki University December 9th Nagasaki Peace Park 

  

12 月 10 日 ホームステイ 12 月 11 日 被爆者体験講話 

December 10th Homestay December 11th Lecture meeting by Hibakusha 

  

12 月 12 日 厳島神社 12 月 14 日 明治神宮 

December 12th Itsukushima Shrine December 14th Meiji Shrine 
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3-4.オーストラリア長野コース 

  

12 月 9 日 地獄谷野猿公苑 12 月 9 日 松本大学 

December 9th Jigaokudani Monkey Park December 9th Matsumoto University 

  

12 月 10 日 そば打ち体験 12 月 10 日 和太鼓体験 

December 10th Cooking Soba experience December 10th Beating a Japanese drum 

  

12 月 11 日 ホームステイ 12 月 12 日 日置電機 

December 11th Homestay December 12th HIOKI E.E. Corporation 
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3-5.大洋州広島コース 

  

12 月 9 日 宮島伝統産業会館 12 月 10 日 被爆者体験講話 

December 9th Miyajima Traditional Crafts 

Center 
December 10th Lecture meeting by Hibakusha 

  

12 月 11 日 ホームステイ 12 月 12 日 広島県立加計高等学校 

December 11th Homestay December 12th Hiroshima Prefectural Kake 

High School 

  

12 月 12 日 平和構築講義 12 月 14 日 江戸東京博物館 

December 12th Lecture on Peacebuilding December 14th Edo-Tokyo Museum 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ ニュージーランド 学生 グループＡ 

今回の旅で一番良かったのは，熊本学園大学の学生との交流です。とても尊敬でき，

刺激を受ける学生たちでした。 

災害時に見過ごされがちなことがあります。地域コミュニティのことや，住民に及

ぼす精神面での影響について考える人はあまりいません。私が大学で出会った学生た

ちは，熊本県内の子どもたちを助けるためクラブを作りプロジェクトを実施しました。

地震のような災害では，どんな人でも精神的苦痛を背負う状態に陥りますし，自分だ

けで生きていくことのできない子どもたちはなおさらそうだと思います。 

熊本市民に及びうるそういった影響に気づき，そのために何かしようと決断した学

生たちに出会い，彼らの災害に対する思いや，地域の中で必要とされるプロジェクト

を率先して始めた理由について話し合うことができたことをとても光栄に思います。 

◆ オーストラリア 学生 グループＢ 

東京，長崎，広島を過ごした経験によって，いかに日本文化が完成されていて，社

会がしなやかで，愛情の力が実に強いか，ということを再認識させられました。原爆

によって，10 万人以上が亡くなり，家族を壊しインフラを荒廃させましたが，それ

でも人間性を破壊されることはありませんでした。その都市は，強さと愛情と，平和

への希求を土台とした，壊されることのない土台を築きました。 

このように重要で素晴らしいプログラムを日本政府に実施していただき，驚くほど

美しい日本を発見し，十分に考えてこなかった問題や視点に目を開かせてくれたこと

に，感謝したいと思います。 

◆ フィジー 学生 グループＤ 

日本でしか味わうことのできない忘れられない経験をさせていただき本当に感謝

しています。このプログラムによって，本当に信じられないくらいの貴重な経験をさ

せてもらいました。日本の生活様式，特に時間管理，伝統的な調理方法を用いた健康

的な料理や廃棄物の管理方法には感銘を受けました。また，私が接した日本の人々の

親切やもてなしの心はとても温かなものでした。日本人が生活に取り入れている知恵

から私は人生を成功に導く多くのことを学び，それが 21 世紀の日本の繁栄に結びつ

いていると気付きました。 

 

 

５．受入れ側の感想 

 ホームステイ受入家族（オーストラリア） グループＢ 

私たちの暮らし，食，言葉など，何気なくしていることにたくさんの発見や驚きが

あったようで，そのたびに私たちも日本ならではの文化のよさに改めて気づかされま

した。ホストファミリーの経験をさせてもらえてよかったです。 

 政府関係者 グループＣ 

私自身にとっても，日豪関係を改めて見つめなおす素晴らしい機会になりました。

初めは皆さんお疲れかなとのご様子でしたが，鋭い視点のご質問がどんどん続き，さ
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すが日豪関係の未来を担う方たちだなと実感しました。 

全ての質問に十分な回答はできなかったかもしれませんが，学生の皆さんに日豪関

係を一層深く考えていただく上でのきっかけになればと願っております。 

 自治体関係者 グループＤ 

ホストファミリーをはじめ地域住民にとって，これまで馴染みのない，どこか遠い

よその国だった太平洋州の国々が，ぐっと身近に感じられるようになった 3 日間でし

た。 

 

 

６．参加者の対外発信  

   

・JENESYS 2016 の長野・東京への旅で私た

ちが経験したたくさんのこと！素晴らし

い経験でした！オーストラリア中にたく

さんの友達を作ったり，日本についてより

多くのことを学んだりしました！ありが

とうございました！ 

・私にとって.．．私自身．．．JENESYS 2016

年 12 月と日本 

A preview of the many things we 

experienced on our JENESYS 2016 Trip to 

Nagano and Tokyo! It was an amazing 

experience! I made many friends from 

across Australia and learned more about 

Japan! Thank you! 

Me...myself...JENESYS Dec 2016 and 

Japan 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

  

アクション・プランの発表１ 

「日本を PR するために」 

・ソーシャルメディア 

 ・Snapchat, Facebook, Instagram,  

Twitter 

・大学 コミュニケーション学部 

 ・大学マガジン 

 ・Web サイト 

 ・関連クラスやグループに話す 

・家族や友人との会話 

アクション・プランの発表２ 

ステップ 1：国ごとに過去の JENESYS 参加

者と連絡を取る 

ステップ 2：Facebook ページとメーリング

リストを作る 

ステップ 3：初会合を実施する 

ステップ 4：グループ内での目的とゴール

を設定する 

ステップ 5：JENESYS クラブを維持する方

法を見出す 

“Action Plan for promoting Japan” 

・Social Media 

  ・Snapchat, Facebook, Instagram,  

Twitter 

・University Communications Department 

  ・University magazine 

  ・Website 

・Talking to relevant classes/groups 

・Conversation with family and friends 

“Action Plan” 

Step 1:  Contact the previous 

participants from individual 

countries 

Step 2:  Create Facebook page and 

mailing list 

Step 3:  First meeting 

Step 4:  Create missions and aims within 

the group 

Step 5:  Find ways to sustain this 

JENESYS club 

 


